
正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

二
〇
九
下

四
附
則
第
二
条

附
則
第
二
項

令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
四
千
九
百
九
十
九
万
九

千
五
百
二
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
四
億
七
千
五
十
万

八
百
二
十
三
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。な
お
、

最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
s://tw

o
2.jp
/

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
二
丁
目
二
四
番
四
号

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
五
階

株
式
会
社
Ｔ
Ｗ
Ｏ

代
表
取
締
役

東

義
和

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
四
百
五
十
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
七
千
五
百
五
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
田
名
二
九
三
二
番
地
一

日
本
エ
ッ
チ
ン
グ
ユ
ニ
カ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

桑
田

正
則

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
億
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
八
億
二
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
の
開
示
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
五
八
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
七
番
二
一
号

株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ

代
表
取
締
役

赤
木

征
二

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
るB

lu
e

D
ia
m
o
n
d
A
lm
o
n
d
G
ro
w
ers
Ja
p
a
n 合
同
会
社

が
退

任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
港
区
南
麻
布
四
丁
目
一
一
番
二
二
号

ブ
ル
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド
・
グ
ロ

ワ
ー
ズ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

B
lu
e
D
ia
m
o
n
d
A
lm
o
n
d
G
ro
w
ers

Ja
p
a
n 合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
グ
ロ
ワ
ー
ズ

職
務
執
行
者

ロ
ー
レ
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
オ
ナ
ル
ド

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
二
億
八
千
万
口
を
消
却
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先
出
資
証
券

を
所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八
年
八
月

二
十
八
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｏ
Ｓ
Ｊ

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

破
産
手
続
開
始
申
立
て
の
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
二
月
五
日
に
解
散
し
清
算
中
で

す
が
、
当
法
人
の
財
産
が
そ
の
債
務
を
完
済
す
る
の
に
足

り
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
令
和
八
年
七
月

八
日
広
島
地
方
裁
判
所
尾
道
支
部
に
破
産
手
続
開
始
の
申

立
て
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
医
療
法
第
五
十
六
条
の
十
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
江
戸
川
区
松
江
三
丁
目
七
番
一
〇

八
〇

三
号
室

医
療
法
人
社
団
明
清
会

清
算
人

山
田

徹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
千
七
百
二
十
万
円
減

少
し
、六
千
四
十
七
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
社
員

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
令
和
八
年
七
月
九
日
付
官
報
の
号
外
第
一
五
四
号

九
十
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
四
丁
目
七
番
一
号
結
和

税
理
士
法
人
内

厚
木
森
の
里
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
津

正
憲

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
八
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
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.k
o -k
o
k
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.jp

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｏ
Ｓ
Ｊ

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
十
五
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://sn

n
m
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/
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令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
四
番
一
号

Ａ
Ｌ
Ｊ

Ｓ
ａ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｏ

Ｒ
Ｅ
２
特
定
目

的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
四
月

一
日
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
に
基
づ
き
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
真
砂
本
町
三
番
六
七
号

株
式
会
社
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

月
野

寛
之

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
企
業
年
金
基
金
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
厚
生
労
働

大
臣
の
認
可
を
受
け
基
金
の
解
散
の
認
可
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
の
で
、
当
基
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
江
東
区
木
場
一
丁
目
五
番
一
号

フ
ジ
ク
ラ
企
業
年
金
基
金

清
算
人

吉
野

正
人

訂
正
公
告

令
和
八
年
七
月
十
三
日
（
号
外
第
一
五
六
号
）
掲
載
の

第
四
十
八
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、「代

表
取
締
役
社
長

飯
田
達
也

」
と
あ
る
は
「代

表
取
締
役
社
長
岡
島

光
男

」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

岩
手
県

石
市
浜
町
一
丁
目
一
番
地

海
洋
曳
船
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

岡
島

光
男

取
消
公
告

令
和
七
年
五
月
三
十
日
掲
載
の
当
社
の
「
定
款
変
更
に

つ
き
通
知
公
告
」
は
、
取
り
消
し
ま
す
。

な
お
、
当
社
の
株
券
を
発
行
す
る
旨
の
定
め
に
変
更
は

な
く
、
同
公
告
に
記
載
し
た
日
に
当
社
の
株
券
が
無
効
と

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

岩
手
県
盛
岡
市
開
運
橋
通
四
番
一
〇
号

株
式
会
社
岩
電

代
表
取
締
役

畑

基
弘

令
和
八
年
六
月
三
十
日
（
号
外
第
百
四
十
四
号
）
公
布

環
境
省
令
第
十
九
号
（
環
境
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
環
境
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す

る
省
令
）
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